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Fig．9ReIationship　between　output　voltage
　　　　　（or　current）　and　input　current，
　　　　　（・…・・output　current）
4．解析結果　　　　　．　　　　　　「
　出．力周波数8Hz，出力電圧比0．8における出力電圧
に含まれる高調波の計算結果を第10図（a）（b）（c）④に示
す．また，出力周波数8Hz，出力電圧比0．8，負荷力
率角30。における入力電流に含まれる高調波の計算結
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Fig．10（a）control　angle　of　phase　lag
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Fig．11’ ia）．control　angle　of　phase　lag
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Fig．11（b）switchingα，γcontro1
1 1
lll
o
12
1．
1…1轍
looo　H乙
磐
購．
＿血」⊥＿一＿＿．⊥」L一⊥．
　　　　　　　　　　　　500　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1000Hz
Fig．10（b）switchingα，γcontro1
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Fig．11（c）PWM　contro1
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果を第11図（a）（b）（c）（d）に示す．ここで，（a）はα単独制
御方式，（b）はα・γ切替え制御方式，（c）はPWM単独
制御方式，（d）はα・γ切替え＋PWM制御方式である．
5．あとがき
　以上，新方式無循環電流三相サイクロコンバータの
出力電圧および入力電流の高調波解析について述べ
た．
　サイク冒コンバータは，出力電圧波形の平均値包絡
線が目標出力電圧になるように，サイリスタのスイッ
チングにより入力電圧波形を裁断し，適当につなぎ合
せて出力電圧を作っている．したがって，周波数変換
比，出力電圧比，変換パルス等によって出力電圧波形
が決定される．
　通常のフーリエ解析による方法は，』定常的な位相制
御角で動作する通常の位相制御コンバータの場合に
は，十分適用できるが，サイクロコンバータの入出力
波形の解析には，ほとんど無力である．
　また，個々のサイリスタの導通期間をスイッチング
関数で表わし，サイリスタに印加される正弦波入力電
圧との積を取ることによって出力電圧波形を，出力電
流との積を取ることによって入力電流波形をそれぞれ
調和級数の形で表わす方法は，出力周波数が入力周波
数に比べ十分に低い場合，つまり制御角の変化が小さ
くて，各サイリスタの導通期間がほぼ等しいとみなせ
るような場合においては，十分有用であるが，出力周
波数が高くなり，サイリスタの導通期間が大きく変化
するようになると，誤差が大きくなりこの方法は適用
できなくなる．
　本論文で述べた解析方法は，出力電圧波形，入力電
流波形をパルス列に分解，それぞれのパルスに対して
高調波成分を求め，合成することによって波形全体に
対する高調波成分を求めることができるというもので
ある．従って，状況に応じたパルスの型を考慮するこ
とによって，より複雑な制御方式に対しても十分適用
できる．本解析法の適用できる範囲は，饒以下であ
り，精度を上げるためには，周期を長くする必要があ
る．
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